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  11 月 15･16 日の２日間にわたって開催された岩手県中学校新人大会において、剣道部女子、柔道部女

子、卓球部女子が団体の部で素晴らしい成績を収めました。 

どの選手も緊張の初戦から、徐々に持ち前の力を発揮し続け、接戦を勝ち上がりました。 

 剣道部女子は、決勝で代表決定戦を制し２３年ぶり３度目の優勝に輝きました。準優勝の柔道部女子、第

３位の卓球部女子とも惜しくも優勝は逃したものの、二戸地区の代表・福岡中学校の代表として誇らしい活

躍を果たしました。 

 来年の地区中総体まで約６か月。各部ともそれぞれの目標と目標達成のための練習と対策を具体的に計画

し、日々の練習に励んでください。 

   

 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

  

  

  

   福中旋風 !巻き起こす‼ 
            県県県新新新人人人大大大会会会上上上位位位入入入賞賞賞     

 

 

  

【さわやかな感動】優勝した剣道部女子は、試合以外でも会場で称賛されたことがありましたので紹介します。 

試合当日、会場 2 階観客席にいた校長に挨拶をしに選手がフロアに整列しました。校長はフロアに近づき、挨
拶を交わし選手に激励の言葉を述べました。選手の皆さんは、「ありがとうございました」と一礼し開会式に向か
いました。 
これは、いつもの行動・試合前の流れですが、選手の礼儀正しさ、話を聞く態度、さわやかさを他校の監督や保

護者が素晴らしいと褒めてくださり、「応援します」と言ってくださいました。剣道女子の優勝の裏には、このよ
うな日頃の心構えや会場を味方にする魅力があったからかもしれません。応援されるチームでありたいですね。 

 

 

 福中生の輝きは文化面でも光を放っています。11 月６日（木）、

二戸市民文化会館で開催された二戸地区中中学校 

総合文化祭で、２人の生徒が表彰されました。 

【スローガン最優秀賞】「創造しよう新たな文化 

 ３年 松田麗依    進もう夢に繋がるその一歩」 

【わたしの主張岩手県大会 優秀賞】 

 ３年 柴田咲来  「地域の宝を守る」  

11月７日（金）に同会場で開催された二戸市 

福祉大会では、作文コンクールで２人の生徒が表彰されました。 

 優秀賞            優秀賞 

 ３年             ３年 

横田花凜           佐藤華乃  

 

仕事メッセ in なにゃ～と 
 10 月 28 日（火）に開催された

「仕事メッセ」は、これまで高校生を

対象に行われていましたが、今年度か

ら中学２年生も参加しました。地元企

業を中心に３３団体が参加し、企業紹

介や仕事の魅力等を丁寧に説明されま

した。将来を考える貴重な機会になっ

たようです。 

文化面でも輝きを放つ福中生 

 

 

   

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  １１月１８日（火）５・６校時に、岩手県学校防災アドバイザーの塚本清孝氏を講師にお招きし、 

３年生による防災安全教室「避難所体験（HUT）」を行いました。これは、昨年度の「避難所運営ゲ 

ーム（HUG）」の実施訓練に当たるもので、実際に避難所が開設されたときに、どのようなことがあ 

るのかの一部を体験する学習です。状況設定は、以下の通りです。 

 

  

 
 
 一人一人が、避難所運営者と避難者の役割を与えられ、その場で考 

えられる行動を一生懸命に思考しながら行動に移しました。 

 避難者の中は、妊婦・熱を出している方・車いす生活の方などさま 

ざまな方がいて、受付係が聞き取りをし決められたブースに割り振り、 

担当者が連れていくという流れで対応に当たりました。対応するその 

姿は、普段の中学生の姿よりも頼もしくとても立派でした。 

 当日の天気は小雪がちらつく天気で、１４年前の東日本大震災の天 

気に似ていました。当時、多くの避難所で不安におびえていた人々を 

中学生が勇気づけたという報道がたくさん紹介されました。 

近年の異常気象を考えると、馬淵川の氾濫、土砂災害警報等、近い 

将来に実際に起こりうるものとして備えておかなければなりません。 

 もしも、避難所が開設されその場にいたとき、中学生・高校生になった皆さんができることが何か 

あるはずです。福岡中学校で学ぶ（学んだ）皆さんが、そのとき地域の力になることを信じています。 

 

 

 

避難所運営体験（HUT） そのときあなたは 

大雨により中学校の周辺で土砂災害警戒情報が出され、馬淵川の一部で浸水が始まっているこ 

とから、福岡中学校が避難所として開設された。生徒は避難所運営側、避難者側に分かれ、避難 

所で想定される事象を体験する。 

 

 

 

本校のキャリア教育とPTA活動について、「みんなで推進『いわて教育の日』第42号」で紹介する機 

会をいただきました。県内の教育関係者に配布されたものです。ご一読ください。 

 


